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福
高
生
の
自
由

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
お
付
き
合
い
く
だ
さ

い
。
先
日
、
福
島
高
校
で
３
年
間
数
学
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

恩
師
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。「
あ
か
ざ
の
香
り
う
つ
ろ
へ
る
」

で
始
ま
る
「
捷
の
曲
」
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
梅
苑
祭
で
は
閉
祭

式
で
全
校
生
に
向
け
て
応
援
の
エ
ー
ル
を
切
っ
て
く
だ
さ
る
先

生
で
し
た
。
上
手
に
水
を
向
け
れ
ば
、
数
学
の
こ
と
は
脇
に
お

い
て
、
人
生
に
つ
い
て
語
り
始
め
ま
す
。
私
た
ち
は
数
学
の
授

業
が
始
ま
る
前
、
今
日
は
い
か
に
し
て
先
生
に
話
を
し
て
も
ら

お
う
か
と
、
作
戦
を
練
っ
た
も
の
で
し
た
。

先
生
は
お
気
づ
き
に
な
っ
て
か
な
ら
ず
か
、
何
度
も
同
じ
話

を
な
さ
い
ま
す
。
福
島
高
校
の
、福
高
生
の「
自
由
」に
つ
い
て
。

「
福
島
高
校
生
の
自
由
は
、
な
ん
で
も
あ
り
の
自
由
で
は
な
い
。

自
主
、
自
律
、
自
ら
が
な
す
べ
き
こ
と
を
自
ら
で
選
択
で
き
る

こ
と
の
自
由
だ
。」
そ
れ
は
、
福
島
高
校
の
長
い
歴
史
の
中
で
、

先
人
た
ち
か
ら
ず
っ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
精
神
で
、
教
壇
で
先

生
は
「
ま
ず
何
よ
り
も
、
福
島
高
校
生
に
こ
の
精
神
を
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
お
考
え
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
自
由
」
で
あ
る
こ
と
が
や
や
も
す
る
と
難
し
く
な
っ
て
い

る
現
代
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
上
手
に
お
膳
立
て
さ
れ
、

決
断
は
自
分
で
し
た
も
の
な
の
か
、
自
分
で
し
た
よ
う
に
思
わ

さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
判
断
も
難
し
い
時
が
あ
り
ま

す
。「
自
由
」
と
は
、「
福
島
高
校
生
に
と
っ
て
の
自
由
」
と
は
、

そ
れ
を
今
目
の
前
に
い
る
高
校
生
に
伝
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
。
恩
師
の
訃
報
を
聞
き
、
高
校
時
代
の
お
話
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

「
も
っ
と
も
遠
い
は
ず
の
記

憶
が
、
年
齢
を
積
む
う
ち
に
、

む
し
ろ
も
っ
と
も
近
い
風
景
と

し
て
、
い
つ
か
じ
ぶ
ん
の
す
ぐ

そ
ば
に
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
」

と
書
い
た
の
は
高
十
回
卒
の
詩

人
長
田
弘
で
あ
る
。（
長
田
弘
全

詩
集
あ
と
が
き
よ
り
）

令
和
五
年
の
初
夏
、
季
節
外

れ
の
猛
暑
の
影
響
か
、
本
校
の

一
本
の
梅
の
木
が
突
然
樹
勢
を

落
と
し
、
枯
れ
る
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
。
太
宰
府
天
満
宮
か

ら
お
く
ら
れ
た
「
肥
後
の
駒
止
」

で
あ
る
。
福
高
の
梅
の
中
で
も

い
ち
早
く
花
を
咲
か
せ
る
紅
梅

で
あ
っ
た
。
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
を
得
て
、
再
び
「
肥
後
の

駒
止
」
は
再
恵
与
と
い
う
形
で

い
た
だ
く
こ
と
が
叶
い
、
福
岡

か
ら
の
長
旅
を
経
て
、
現
在
前

庭
に
大
き
く
つ
ぼ
み
を
膨
ら
ま

せ
て
い
る
。
再
恵
与
に
当
た
り

太
宰
府
天
満
宮
に
足
を
運
ん
だ

際
に
は
、
樹
木
の
細
や
か
な
手

入
れ
や
土
づ
く
り
の
お
話
を

伺
っ
た
。
新
し
い
植
樹
に
あ
た
っ

て
は
、
福
岡
の
地
か
ら
と
も
に

運
ば
れ
た
炭
と
杭
が
地
中
深
く

埋
め
ら
れ
、
打
ち
込
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
生
徒
の
手
で
少
し
で

も
福
高
の
樹
木
の
世
話
を
し
よ

う
と
い
う
声
が
上
が
り
、
集
ま
っ

た
有
志
生
徒
た
ち
が
寒
空
の
下
、

思
い
思
い
の
樹
木
の
根
元
を
掘

り
肥
料
を
施
し
た
。
天
満
宮
か

ら
の
梅
は
も
と
よ
り
、
玄
関
前

の
サ
ク
ラ
、
ク
ロ
マ
ツ
、
学
校

を
取
り
巻
く
多
く
の
梅
、
梅
苑

会
館
の
カ
ツ
ラ
、
そ
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
立
つ
大
ケ
ヤ
キ
な
ど
。

そ
の
中
の
い
く
つ
か
は
、
思
い

の
込
め
ら
れ
た
記
念
樹
で
あ
る
。

明
治
三
十
一
年
に
梅
章
が
制

定
さ
れ
た
が
、
古
い
写
真
を
見

る
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
沿
い
の
樹

木
は
サ
ク
ラ
だ
っ
た
こ
と
も
あ

る
よ
う
だ
。
梅
苑
は
初
め
か
ら

梅
苑
で
は
な
か
っ
た
と
す
る

と
、
梅
章
の
元
に
集
っ
た
人
々

の
思
い
が
、
梅
の
木
を
増
や
し

て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
創

立
八
十
五
周
年
時
に
は
七
十
余

本
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
は

六
十
本
弱
で
あ
る
。

空
に
向
か
っ
て
す
が
す
が
し

く
枝
を
伸
ば
す
ケ
ヤ
キ
の
姿
を

思
い
起
こ
す
同
窓
生
は
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
昭
和
六

年
の
写
真
に
は
、
は
っ
き
り
と

確
認
は
で
き
な
い
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
沿
い
の
並
木
の
中
に
他
よ
り

ち
ょ
っ
と
高
い
ぐ
ら
い
の
ケ
ヤ

キ
ら
し
い
姿
が
認
め
ら
れ
る
だ

ろ
う
か
。
長
田
は
ケ
ヤ
キ
を
「
う

つ
く
し
い
樹
冠
を
も
つ
、
孤
高

の
木
」
と
書
い
た
（「
詩
の
樹
の

下
で
」
よ
り
）。
今
日
も
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
は
生
徒
の
声
が
響
い
て

い
る
。

様
々
な
樹
木
が
福
高
生
の
風

景
を
作
っ
て
い
る
。

column

福
高
の
樹
木

特 集

※梅の再恵与にご協力いただきました皆様に改めてお礼申し上げます。
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新
年
を
迎
え
る
度
に
様
々
な
目

標
を
立
て
ま
す
が
、
年
を
重
ね
て

参
り
ま
す
と
「
今
更
や
っ
て
み
て

も
」
と
い
う
言
葉
が
出
が
ち
で
す
。

今
年
は
気
持
ち
を
新
た
に
「
今
か

ら
、
や
っ
て
み
よ
う
」
に
切
り
替

え
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
は
ど
の
よ
う
な
お
気
持
ち

で
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

後
の
平
成
26
年
２
月
に
生
徒
た
ち

の
希
望
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
太
宰

府
天
満
宮
よ
り
恵
与
を
受
け
た
５

本
の
梅
の
木
の
１
本
「
肥
後
の
駒

止
」
が
令
和
５
年
夏
に
突
然
立
ち

枯
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
前
例
の
な

い
恵
与
を
い
た
だ
き
ま
し
た
太
宰

府
天
満
宮
と
梅
花
を
徽
章
と
す
る

本
校
と
の
絆
に
思
い
を
馳
せ
、
梅

の
木
の
再
恵
与
を
太
宰
府
天
満
宮

に
お
願
い
し
、
多
く
の
同
窓
生
の

特
別
寄
付
を
い
た
だ
き
、
再
び
令

和
６
年
３
月
20
日
に
再
恵
与
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
恵
与
か
ら
丁
度
10
年

目
の
令
和
の
飛
梅
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
母
校
そ

し
て
福
島
県
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

同
窓
会
は
、
11
月
15
日
に
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
総
会
、
懇

親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
記

念
講
演
で
は
、「
私
の
中
の
福
島
高

校
」
の
題
で
元
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

社
長
、
現
学
校
法
人
酪
農
学
園
理

事
長
の
髙
島
英
也
氏
（
高
校
30
回
）

が
母
校
で
の
思
い
出
を
感
銘
深
く

話
さ
れ
、
参
加
者
も
自
分
の
福
高
時

代
と
重
ね
合
わ
せ
共
感
し
な
が
ら

耳
を
傾
け
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
食
品
ロ
ス
削
減
の

た
め
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
に
切
り
替

え
た
懇
親
会
で
は
参
加
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
輪
に
な
り
久
し
ぶ
り
に
旧

交
を
温
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
先
立
つ
５
月
31
日
に
、
関
東

梅
苑
会
総
会
が
、
９
月
６
日
に
は
、

み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会
が
催
さ
れ
い

ず
れ
も
同
窓
生
の
元
気
な
校
歌
が

響
き
渡
り
ま
し
た
。
楽
し
い
素
晴

ら
し
い
伝
統
は
今
後
も
継
続
し
た

い
も
の
で
す
。

昨
年
、
芳
見
弘
一
副
会
長
が
リ
ー

ダ
ー
の
「
会
費
等
納
入
方
法
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
か
ら
会

費
納
入
の
利
便
性
向
上
の
た
め
検

討
を
重
ね
、
①
会
費
等
の
納
入
に

コ
ン
ビ
ニ
振
込
を
導
入
す
る
、
②

振
込
金
額
は
年
会
費
２
，
０
０
０

円
、
後
援
会
費
３
，
０
０
０
円
を
合

わ
せ
て
５
，
０
０
０
円
を
定
額
と

す
る
、
③
定
額
以
上
の
振
込
に
対

応
す
る
た
め
現
在
の
ゆ
う
ち
ょ
振

込
も
可
能
と
す
る
等
の
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
承
認
も
得

ら
れ
ま
し
た
の
で
今
回
か
ら
こ
の

方
法
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら

に
今
年
度
事
業
と
し
て
一
昨
年
「
梅

苑
会
館
修
繕
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
の
提
案
中
、
緊
急
を
要

す
る
と
さ
れ
た
屋
上
防
水
・
外
壁

修
繕
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
今
後
も
同
窓
生
の

皆
様
と
と
も
に
随
時
や
れ
る
と
こ

ろ
か
ら「
会
員
の
連
絡
協
調
」と「
母

校
の
発
展
援
助
」
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

末
尾
と
な
り
ま
す
が
本
年
も
福

島
高
校
と
、
同
窓
生
の
皆
様
に
幸
多

か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

今
か
ら
、

や
っ
て
み
よ
う

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 1,232,526 1,232,526 
(2)卒業生入会金 816,000 783,000 R3年度入学生（261名×3,000円）
(3)卒業生年会費 272,000 261,000 R3年度入学生（261名×1,000円）
(4)同窓生会費 2,200,000 2,300,000 会員（911名）
(5)雑収入 50 54,432 利息、その他
(6)繰入金 300,000 300,000 母校後援会会計より

合　　計 4,820,576 4,930,958

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 286,964 286,964 
(2)卒業生会費 272,000 261,000 R３年度入学生（261名×1,000円）
(3)同窓生会費 1,300,000 1,000,000 会員（643名）
(4)雑収入 50 622,080 柔道部OB会、寄付金、利息

合　　計 1,859,014 2,170,044

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 4,386,191 4,386,191 
(2)積立金 300,000 300,000 同窓会会費（母校後援会会計より繰り入れ）
(3)雑収入 50 308 利息

合　　計 4,686,241 4,686,499

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 5,500,448 5,500,448 
(2)寄付金 0 0 
(3)雑収入 50 386 利息

合　　計 5,500,498 5,500,834

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 2,055,536 2,055,536 
(2)繰り入れ金 100,000 0 
(3)雑収入 50 675,405 再恵与寄付金残金、利息、お祝い

合　　計 2,155,586 2,730,941

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)飛び梅交際費 550,000 637,312 旅費、接待費、贈答品
(2)飛び梅管理費 70,000 235,291 消毒、抜根、整地、施肥
(3)予備費 300,000 0 
(4)繰越金 1,235,586 0 

合　　計 2,155,586 872,603

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)後援会費 200,000 568,480 同窓会HP利用・更新、賞状名入れ、

記念品、応援歌現代語訳集
(2)部活動助成 200,000 170,000 全国大会出場助成
(3)一般会計 300,000 300,000 一般会計への繰り入れ
(4)太宰府梅基金 100,000 0 
(5)梅苑会館維持管理費 300,000 300,000 梅苑会館維持管理への繰り入れ
(6)会員名簿管理費 720,000 715,000 会員データ管理業務
(7)予備費 39,014 0 

合　　計 1,859,014 2,053,480

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)修繕費 500,000 0 
(2)備品費 300,000 0 
(3)予備費 3,886,241 0 

合　　計 4,686,241 0

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 2,500,000 令和6年度交付金（5名）
(2)予備費 2,000,498 0 

合　　計 5,500,498 2,500,000

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 291,018 
(2)卒業生入会金 798,000 R4年度入学生（266名×3,000円）
(3)卒業生年会費 266,000 R4年度入学生（266名×1,000円）
(4)同窓生年会費 3,000,000 同窓会会員（約1,200名×2,000円、ゆうちょ銀行振込も含む）
(5)雑収入 50 利息
(6)繰入金 500,000 母校後援会会計より

合　　計 4,855,068

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
１.事業費 4,260,000 

(1)総会費 450,000 定期総会開催に関する費用
(2)会議費 60,000 第１回役員会、第２回役員会
(3)梅苑会報費 3,300,000 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(4)会費納入費 450,000 コンビニ振り込み手数料

２.運営費 462,000 
(1)事務諸費 2,000 文具費
(2)交際費 40,000 関東・みやぎ梅苑会お祝い、その他
(3)慶弔費 0 
(4)通信費 10,000 切手代
(5)旅　費 400,000 関東・みやぎ梅苑会出席者旅費
(6)雑　費 10,000 

３.予備費 133,068 
合　　計 4,855,068

項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
１.事業費 3,970,000 4,123,196 

(1)総会費 680,000 890,710 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 2,951,426 梅苑会報印刷、郵送代等
(3)母校後援費 290,000 281,060 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 0 0 

２.運営費 775,000 516,744 
(1)会議費 200,000 58,550 第１回役員会、第２回役員会
(2)事務諸費 5,000 1,650 封筒等
(3)交際費 100,000 39,000 関東梅苑会総会お祝い
(4)慶弔費 20,000 0
(5)通信費 40,000 38,384 書類送付代、切手代
(6)旅　費 400,000 379,160 関東･みやぎ梅苑会出席旅費
(7)雑　費 10,000 0

３.予備費 75,576  
合　　計 4,820,576 4,639,940

令和7年度 一般会計予算書(案) 　令和6年度 一般会計決算書

令和6年度 母校後援会会計決算書

令和6年度 福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計決算書

令和6年度 福島高校同窓会一六回奨学金会計決算書

令和6年度 県立福島高校同窓会太宰府梅基金会計決算書

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 116,564 
(2)卒業生会費 266,000 R4卒業生（266名×1,000円）
(3)同窓生会費 3,000,000 同窓会会員（約1000名、ゆうちょ銀行振込も含む）
(4)雑収入 50 利息等

合　　計 3,382,614

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 4,686,499 
(2)積立金 1,300,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 300 

合　　計 5,986,799

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 3,000,834 
(2)同窓会寄付金 0 
(3)雑収入 386 利息等

合　　計 3,001,220

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 1,858,338 
(2)同窓会梅基金 100,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 1,958,388

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)後援会費 250,000 HP更新、母校への助成等
(2)部活動助成 200,000 全国大会出場の部への激励金
(3)卒業記念費 280,000 卒業生証書ホルダー
(4)一般会計 500,000 一般会計への繰り入れ金
(5)太宰府梅基金 100,000 太宰府梅基金への繰り入れ金
(6)梅苑会館維持管理費 1,300,000 梅苑会館維持管理への繰り入れ金
(7)会員名簿管理費 720,000 令和6年度分
(8)予備費 32,614 

合　　計 3,350,000
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)修繕費 5,500,000 外部修繕（屋上防水・外壁）
(2)備品費 100,000 
(3)予備費 386,799 

合　　計 5,986,799

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)交付金 3,000,000 令和6年度交付金（6名）
(2)予備費 1,220 

合　　計 3,001,220
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)飛び梅交際費 640,000 旅費、接待費、諸経費等
(2)飛び梅管理費 240,000 肥料・消毒代等
(3)予備費 1,078,388 

合　　計 1,958,388
項目間の流用をお認め願います。

令和7年度 母校後援会会計予算書(案)

令和7年度 梅苑会館維持管理会計予算書（案）

令和7年度 一六回奨学金会計予算書（案）

令和7年度 太宰府梅基金会計予算書（案）

収入決算額･･･4,930,958円　支出決算額･･･4,639,940円　次年度へ繰越額･･･291,018円

収入決算額･･･2,170,044円　支出決算額･･･2,053,480円　次年度へ繰越額･･･116,564円

収入決算額･･･4,686,499円　支出決算額･･･0円　次年度へ繰越額･･･4,686,499円

収入決算額･･･5,500,834円　支出決算額･･･2,500,000円　次年度へ繰越額･･･3,000,834円

収入決算額･･･2,730,941円　支出決算額･･･872,603円　次年度へ繰越額･･･1,858,338円

　
令
和
６
年
度
「
福
高
同
窓
会
総

会
」
は
11
月
15
日
（
金
）
18
時
よ

り
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
度
同
様
に
、
多
く
の
会
員
の
皆

様
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、
総

会
、
懇
親
会
と
真
剣
か
つ
和
や
か

に
賑
や
か
に
会
が
進
み
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
記
念
講
演
と
し

て
、
高
校
30
回
卒
、
学
校
法
人
酪

農
学
園
理
事
長
で
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー

ル
元
社
長
で
も
あ
り
ま
す
髙
島
英

也
さ
ん
を
お
招
き
し
、
「
私
の
中

の
福
島
高
校
」
と
題
し
た
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
校
時
代

の
思
い
出
や
、
黒
板
に
書
か
れ
た

数
学
の
難
問
を
授
業
時
間
を
か
け

て
解
き
き
っ
た
先
生
の
お
姿
な
ど
、

当
時
の
福
島
高
校
の
「
名
物
先

生
」
た
ち
の
お
話
が
あ
り
、
先
生

方
か
ら
受
け
取
ら
れ
た
お
言
葉
や

励
ま
し
を
お
伝
え
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
総
会
で
は
、
会
長
・
学
校
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
各
議
案
の
承
認
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
の
最
後

は
、
参
加
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱

し
、
福
島
高
校
の
今
後
の
発
展
を

祈
念
し
ま
し
た
。

　令和7年度予算書（令和6年９月１日〜令和7年8月31日） 令和6年度決算書（令和5年９月１日〜令和6年8月31日）

同窓会会長
芳賀　裕

（高校第22回卒）

福高

同窓会総会
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生
が
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
買
っ
て
く
れ
て
、

こ
れ
を
担
い
で
登
り
沼
に
浮
か
べ
た

こ
と
な
ど
を
思
い
出
す
。
総
会
に
も

来
賓
と
し
て
来
て
い
た
だ
い
た
。
恩

師
い
ま
だ
忘
れ
が
た
く
で
あ
る
。

会
の
運
営
に
は
苦
労
や
葛
藤
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
同
窓
と
い
う
だ
け
で

皆
が
集
ま
れ
る
の
が
関
東
梅
苑
会
で

あ
る
。
栄
え
よ
永
く
。

鈴
木	

秀
明（
29
回
）

は
て
、
高
校
時
代
は
何
し
て
た
っ

け
？
と
考
え
る
と
、
な
か
な
か
思
い

出
せ
な
い
。
サ
ッ
カ
ー
部
し
か
ほ
ぼ

記
憶
に
な
い
で
す
ね
。

当
時
は
野
球
部
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
分
け
合
い
、
そ

の
隙
間
を
縫
っ
て
ラ
グ
ビ
ー
部
が
走

り
抜
け
て
い
く
、
と
い
う
環
境
で
練

習
し
て
い
ま
し
た
。
時
折
野
球
部
か

ら
大
き
な
声
が
か
か
る
と
、
み
ん

な
伏
せ
て
ボ
ー
ル
を
避
け
、“
フ
ォ

ア
ー
”
状
態
で
す
。
そ
ん
な
練
習
し

な
い
割
に
は
強
い
学
校
と
い
う
評
価

で
し
た
が
、
中
学
時
代
に
県
北
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
だ
っ
た
選
手
も
い
た
の
で
、

彼
ら
に
は
悪
い
こ
と
を
し
た
と
思
い

ま
す
。
同
期
が
監
督
に
な
り
全
国
大

会
に
行
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
と
申

し
訳
な
い
限
り
で
す
。

も
う
一
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が

「
下
駄
」。
年
が
ら
年
中
闊
歩
し
て
い

ま
し
た
。
書
店
へ
も
よ
く
出
入
り
し

て
い
た
の
で
、“
カ
ラ
コ
ロ
”
音
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
遣
っ
て
い
ま

し
た
。
親
父
が
亡
く
な
り
、
残
っ
て

い
た
下
駄
を
持
っ
て
き
た
も
の
の

中
々
履
く
機
会
が
な
く
、
昨
年
の
合

同
同
期
会
の
出
し
物
で
使
っ
て
も
ら

え
た
の
は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

で
き
る
な
ら
50
年
巻
き
戻
し
し
た

い
で
す
ね
。

島
田	

久（
31
回
）

高
校
時
代
で
思
い
出
す
こ
と
と
い

え
ば
…
。
下
駄
が
自
転
車
の
ペ
ダ
ル

に
挟
ま
る
た
び
に
足
が
地
面
に
つ
か

ず
焦
っ
た
こ
と
、
吾
妻
お
ろ
し
に
向

か
っ
て
自
転
車
を
こ
い
で
帰
宅
し
て

い
た
こ
と
、
2
年
の
梅
苑
祭
で
ク
ラ

ス
で
作
っ
た
大
き
な
模
型
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
放
送
さ
れ
た
こ
と
、
福
武
書
店
の

模
試
、
担
任
の
斎
藤
一
郎
先
生
、
席

替
え
が
一
度
も
な
か
っ
た
こ
と
、
先

生
が
都
合
で
い
な
い
時
の
授
業
カ
ッ

ト
（
級
長
が
後
の
授
業
の
順
番
を

繰
り
上
げ
交
渉
を
し
て
早
く
帰
宅
）、

「
継
続
は
力
な
り
」（
山
本
敬
二
郎
校

長
の
こ
と
ば
）、
共
通
一
次
試
験
元

年
、
等
々
。
華
々
し
い
も
の
は
一
つ

も
な
い
け
ど
ど
れ
も
今
の
自
分
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
思
う
。

大
学
の
友
や
家
族
と
も
共
有
で
き

な
い
片
田
舎
の
記
憶
は
、
同
じ
学
び

舎
に
通
い
、
同
じ
校
歌
を
歌
っ
て
き

た
人
た
ち
だ
け
に
分
か
っ
て
も
ら
え

る
も
の
で
、
同
窓
会
は
特
別
な
居
場

所
だ
。
先
輩
の
話
は
こ
れ
か
ら
の
糧

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
後
輩
の
話
は

い
い
刺
激
に
な
っ
て
い
る
。

佐
藤	

智
宏（
39
回
）

福
高
時
代
を
振
り
返
る
と
、
や
は

り
柔
道
部
で
の
経
験
と
梅
苑
祭
が
印

象
深
い
で
す
。
入
学
し
た
時
の
部
活

見
学
で
、
梅
苑
会
館
の
壁
に
木
の
札

に
墨
で
書
か
れ
た
歴
代
の
柔
道
部
の

先
輩
方
の
名
前
が
並
ん
で
い
る
の
を

見
た
時
に
、
こ
の
学
校
の
歴
史
の

深
さ
に
感
動
し
入
部
を
決
め
ま
し

た
。
寒
い
冬
の
日
の
練
習
は
特
に
キ

ツ
か
っ
た
で
す
が
、
3
年
次
に
自
分

の
名
前
が
掲
げ
ら
れ
た
時
は
ひ
と
き

わ
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
火
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た

と
耳
に
し
た
時
は
と
て
も
悲
し
い
想

い
を
し
た
の
も
ま
た
覚
え
て
い
ま
す
。

梅
苑
祭
で
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
企
画
を

考
え
、準
備
に
奔
走
し
た
こ
と
、フ
ィ

ナ
ー
レ
で
ク
ラ
ス
の
仲
間
達
と
肩
を

組
ん
で
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
熱
唱
し
た

の
も
懐
か
し
い
１
コ
マ
で
す
。

ま
た
、
福
高
な
ら
で
は
の
校
風
と

し
て
、
自
由
な
雰
囲
気
の
中
に
あ
っ

て
「
自
主
自
律
」
の
精
神
が
根
付
い

て
お
り
、
先
生
方
も
個
性
的
で
ユ

ニ
ー
ク
な
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
放
課
後
に
は
友
人

た
ち
と
遊
佐
商
店
に
立
ち
寄
り
、“
買

い
食
い
”
を
し
な
が
ら
語
り
合
っ
た

時
間
も
ま
た
楽
し
い
想
い
出
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
同
窓
生
の
皆
さ
ん
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

赤
井	

雅（
48
回
）

自
分
は
い
つ
か
ら
関
東
梅
苑
会

に
参
加
し
た
の
か
調
べ
て
み
た
ら
、

２
０
１
２
年
だ
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
の
翌
年
で
、
同
郷
の
仲
間
と
絆
を

再
確
認
し
、
何
か
地
元
福
島
に
恩
返

し
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た

日
々
の
中
で
、
関
東
梅
苑
会
の
存

在
を
知
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

る
。
そ
の
後
事
務
局
の
一
員
と
し
て
、

facebook

で
若
手
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
た
り
、
芋
煮
会
を
企
画
し
て
合
同

同
期
会
以
外
に
集
ま
る
場
を
設
け
た

り
、
微
力
な
が
ら
会
に
尽
力
し
て
き

た
。在

籍
12
年
と
い
っ
た
ら
在
学
期
間

の
4
倍
で
あ
る
。
関
わ
り
続
け
た
い

と
思
わ
せ
る
、
関
東
梅
苑
会
の
魅
力

と
は
何
だ
ろ
う
。
ひ
と
つ
挙
げ
る
と

し
た
ら
、
後
輩
た
ち
と
の
交
流
だ
。

も
ち
ろ
ん
先
輩
た
ち
と
の
交
流
も
得

る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
毎
年

後
輩
た
ち
が
社
会
で
活
躍
し
て
い
る

姿
を
見
る
の
は
、
誇
ら
し
く
刺
激
的

だ
。
自
分
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
「
あ
か
ざ
の
香
り
」
を

全
力
で
歌
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
年
に

一
度
の
合
同
同
期
会
の
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
。
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の
元
梅

校
生
た
ち
が
歌
う「
あ
か
ざ
の
香
り
」

は
圧
巻
で
あ
る
。
正
式
名
称
は
「
捷

の
曲
」。
読
め
な
い
。
だ
が
そ
ん
な

こ
と
は
ど
う
で
も
良
い
。
と
に
か
く

思
い
っ
き
り
「
あ
か
ざ
の
香
り
」
を

歌
う
た
め
に
、
今
年
も
春
の
合
同
同

期
会
に
行
く
の
だ
。

松
岡	

知
宏（
50
回
）

学
習
院
大
学
法
学
部
と
大
東
文
化

大
学
法
科
大
学
院
を
修
了
し
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
経
て
35
歳
で

独
立
。現
在
、ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
カ
フ
ェ

関
東
梅
苑
会
だ
よ
り

　
昨
年
末
、
関
東
梅
苑
会
の
学
年
幹

事
会
＆
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
春
の
合
同
同
期
会
の
総
括
と
今
春

の
総
会
に
向
け
た
意
見
交
換
を
行
い
、

賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
忘
年
会
の
参
加
者
か
ら
高
校
時
代

の
思
い
出
や
会
の
こ
と
を
寄
稿
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
・
平
成
・

令
和
の
3
つ
の
時
代
の
福
高
を
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

紺
野	

信
壽（
６
回
）

音
楽
の
三
浦
と
み
子
先
生
は
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
」
で
し
た
が
現
役
ば

り
ば
り
、
最
初
に
教
わ
っ
た
の
が

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
「
楽
に
寄
す(A

n 
D

ie M
usik)

」。
そ
れ
か
ら
「
帰
れ

ソ
レ
ン
ト
へ
」、
ト
ス
テ
ィ
の
「
セ

レ
ー
ナ
ー
タ
」
ほ
か
。
鑑
賞
は
手
回

し
蓄
音
機
と
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
で
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
等
。
あ
ん
な
に
楽

し
い
授
業
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
級
生
の
長
澤
康
治
君
に
誘
わ
れ

て
合
唱
部
に
入
り
ま
し
た
。
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
先
生
の
指
揮
で
東
北

大
会
で
何
度
も
優
勝
し
、
全
国
大
会

に
出
場
し
て
合
唱
王
国
福
島
の
元
祖

に
な
っ
た
の
が
私
た
ち
で
し
た
。

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
福
島
高
校

が
初
め
て
東
北
代
表
に
な
っ
た
の
が

昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
。
そ
れ
か

ら
50
年
を
経
て
昔
の
仲
間
が
集
ま
っ

て
は
歌
っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的

な
合
唱
で
演
奏
会
を
や
ろ
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
団
の
名
前
は
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
準
優
勝
し
た
時
に
歌
っ

た
「
小
夜
曲
」
の
作
曲
者
の
名
前
か

ら
「
コ
ー
ル
・
マ
ル
シ
ュ
ナ
ー
」
と

し
ま
し
た
。
そ
の
最
初
の
演
奏
会
は

２
０
０
８
年
10
月
、
東
京
駒
場
エ
ミ

ナ
ー
ス
で
、高
校
の
初
代
合
唱
部（
音

楽
部
）
部
長
だ
っ
た
山
川
新
二
さ
ん
、

二
代
目
の
星
彰
郎
さ
ん
、
慶
応
ワ
グ

ネ
ル
男
声
で
活
躍
し
た
下
田
博
郎
君

な
ど
が
名
前
を
連
ね
て
い
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
震
災
直
後
の
福

島
で
罹
災
者
応
援
の
演
奏
会
を
行
っ

た
の
を
は
じ
め
、
東
京
と
福
島
で
10

数
回
の
演
奏
会
を
持
ち
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
流
行
の
直
前
２
０
２
０
年
2
月

14
日
、
豊
洲
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

催
さ
れ
た
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
の
演
奏
ま
で
続
き
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
大
流
行
や
メ
ン
バ
ー
の
多

く
が
他
界
し
て
活
動
が
止
ま
っ
て
い

ま
す
。
若
い
コ
ー
ラ
ス
好
き
が
引
き

継
い
で
、
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

箱
崎	

一
彦（
23
回
）

１
９
７
１
年
3
月
の
卒
業
で
満
72

歳
で
す
。
福
高
時
代
の
3
年
間
は
当

時
の
伊
達
郡
保
原
町
（
現
伊
達
市
）

か
ら
通
っ
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
通
で

保
原
か
ら
約
45
分
、
職
安
前
で
降
り

て
学
校
ま
で
徒
歩
で
し
た
。
車
酔
い

が
酷
く
途
中
で
自
転
車
通
学
に
変
え

た
事
も
あ
り
ま
す
。
当
時
流
行
り
の

ド
ロ
ッ
プ
ハ
ン
ド
ル
の
3
段
変
速
自

転
車
で
し
た
。
変
速
機
付
き
と
言
っ

て
も
高
子
か
ら
月
の
輪
に
か
け
て
の

坂
道
が
大
変
で
し
た
。
行
き
は
下
り

で
楽
な
の
で
す
が
帰
り
は
当
然
上
り

に
な
り
ま
す
。
傾
斜
が
き
つ
く
部
活

後
（
剣
道
部
）
の
疲
れ
た
体
に
は
堪

え
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
は
舗
装
も

さ
れ
て
お
ら
ず
砂
利
道
で
し
た
。
そ

の
後
、
福
大
経
済
学
部
へ
進
学
し
ま

し
た
が
引
き
続
き
保
原
か
ら
通
っ
て

い
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
当
時
の

富
士
銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
に
就

職
し
ま
し
た
が
、
何
と
配
属
先
は
福

島
支
店
。
こ
の
時
に
御
山
町
に
あ
っ

た
独
身
寮
に
入
寮
し
、
20
年
間
住
み

慣
れ
た
保
原
か
ら
離
れ
ま
し
た
。
今

年
で
保
原
を
離
れ
て
丁
度
50
年
、
何

故
か
保
原
時
代
を
ふ
と
懐
か
し
く
思

い
出
す
今
日
こ
の
頃
で
す
。
私
に

と
っ
て
保
原
は
、
小
・
中
・
高
・
大

を
過
ご
し
た
か
け
が
え
の
な
い
故
郷

な
の
で
す
。

塚
原	

眞
司（
24
回
）

普
段
な
ら
出
会
う
こ
と
の
な
い
世

代
を
超
え
た
多
く
の
先
輩
や
後
輩
が

集
う
。
刺
激
を
受
け
た
り
懐
か
し
さ

に
心
を
満
た
さ
れ
た
り
す
る
。
元
応

援
団
の
リ
ー
ド
の
も
と
大
声
で
校
歌

を
歌
っ
た
時
に
は
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
。
こ
れ
が
関
東
梅
苑
会
で
あ
る
。

会
社
員
時
代
は
転
勤
が
多
か
っ
た
。

札
幌
か
ら
東
京
に
戻
っ
て
き
た
時
に

中
学
校
の
時
よ
り
同
期
だ
っ
た
油
井

君
か
ら
「
今
年
の
総
会
は
当
番
年
次

な
の
で
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
連
絡

が
あ
り
軽
い
気
持
ち
で
Ｏ
Ｋ
し
た
。

こ
れ
が
会
へ
の
入
り
口
と
な
り
２
０

年
近
く
の
関
わ
り
と
な
っ
た
。
機
会

を
作
っ
て
く
れ
た
彼
に
は
感
謝
で
あ

る
が
、
す
で
に
他
界
し
て
直
接
伝
え

ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

高
校
時
代
は
生
物
部
に
所
属
し
土

湯
温
泉
の
奥
に
あ
る
男
沼
の
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
調
べ
て
い
た
。
ク
ラ
ス
担

任
で
部
の
顧
問
で
も
あ
っ
た
大
越
先

最年長・紺野さんと鈴木美慧さん、元応援団長

学年幹事会＆忘年会　2024年12月19日（木）・U-cafe（台東区上野、50回松岡さんの店）

そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
福
島
高
校

右から箱崎会長、塚原・鈴木両副会長

戸松前会長と赤井さん
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み
や
ぎ
梅
苑
会
だ
よ
り

令
和
6
年
度 

総
会・懇
親
会
開
催

令
和
６
年
９
月
６
日
（
金
）
ホ
テ

ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
仙
台
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
卒
業
し
た
大
学
生

か
ら
、
80
代
ま
で
の
総
勢
59
名
。

本
部
・
関
東
梅
苑
会
か
ら
９
名
の

ご
来
賓
も
遠
路
は
る
ば
る
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
・
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
令

和
７
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
、

規
約
改
正
、
役
員
改
選
、
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

高
校
34
回
卒
の
鈴
木
哲
氏
（
元
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
）
と
菅
野
剛
広
事

務
局
長
の
同
級
生
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
普
段
は
聞
け
な

い
、
プ
ロ
野
球
の
裏
話
（
地
元
球
団

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
・
お
金　
等
）
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
10
月
20
日
、「
土
井
晩
翠

先
生
の
作
詞
し
た
校
歌
を
歌
い
ま
し
ょ

う
の
会
」
が
仙
台
市
立
立
町
小
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
14
年
、

土
井
晩
翠
没
後
50
年
を
機
に
立
町
小
学

校
出
身
者
有
志
に
よ
り
会
が
発
足
し
、

市
内
９
小
学
校
の
児
童
が
青
葉
城
址
で

校
歌
を
披
露
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

土
井
先
生
の
校
歌
は
、
全
国
各
地
、

戦
前
に
は
、満
州
の
学
校
も
含
め
３
０
０

校
近
く
で
採
用
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

第
２
回
目
の
会
以
降
は
、
全
国
の
学

校
に
呼
び
か
け
、
２
年
に
一
度
開
催
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
５
年

間
中
断
し
、
今
年
度
第
10
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
今
回
は
、
現
役
の
小
中
高
生

と
同
窓
会
の
、
北
海
道
か
ら
群
馬
県
ま

で
12
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
校
は
、

第
２
回
目
か
ら
出
演
し
て
お
り
、
少
数

精
鋭
で
す
が
聞
い
て
い
る
児
童
、
生
徒

た
ち
を
オ
ー
ッ
と
言
わ
せ
る
男
声
四
部

合
唱
で
校
歌
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
３
月
に
福
高
を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
10
代
か
ら
70
代
ま
で
幅
広
い
参
加

者
を
得
る
と
と
も
に
、
梅
苑
会
本
部
の

芳
賀
会
長
さ
ん
に
も
ご
夫
妻
で
参
加
頂

き
ま
し
た
。

披
露
す
る
際
に
は
、
校
歌
は
、
大
正

12
年
創
立
25
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
母
校
二
宮
哲
三
先
生
か
ら
土
井
先

生
に
委
嘱
さ
れ
、
作
曲
は
、
中
田
章
先

生
に
依
頼
し
た
と
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
土
井
先
生
は
、「
清
ら
か
で
あ

り
な
さ
い
、
勉
強
を
し
な
さ
い
、
世
の

中
の
た
め
に
な
り
な
さ
い
」
と
い
う
学

校
の
精
神
を
校
歌
に
取
り
入
れ
た
旨
の

説
明
も
し
て
、
特
に
在
校
時
に
は
あ
ま

り
歌
っ
て
い
な
か
っ
た
５
番
の
歌
詞
も

合
わ
せ
て
披
露
し
て
い
ま
す
。

旧
制
中
学
か
ら
新
制
高
校
、
男
子
校

か
ら
男
女
共
学
校
と
変
わ
っ
て
も
校
歌

は
、
歌
い
継
が
れ
て
い
る
こ
と
も
伝
え

て
お
り
ま
す
。

立
町
小
学
校
に
は
、
土
井
晩
翠
資
料

室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
全
国
各
地
の

校
歌
の
テ
ー
プ
や
Ｃ
Ｄ
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
近
く
に
は
、
土
井
先
生
が

晩
年
暮
ら
し
た
晩
翠
草
堂
も
あ
り
ま
す
。

仙
台
に
い
ら
し
た
折
に
は
、
是
非
と
も

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

次
の
開
催
予
定
は
、
令
和
８
年
度
に

な
り
ま
す
が
、
福
高
同
窓
生
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
出
演
可
能
で
す
の
で
、
皆

さ
ま
も
是
非
ご
参
加
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

 みやぎ梅苑会 検索

第
10
回
土
井
晩
翠
先
生
の
作
詞
し
た

校
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
の
会
に

参
加
し
ま
し
た

理事
西村 晃一
（高校28回卒）

みやぎ梅苑会の活動は
「みやぎ梅苑会オフィシャル
ホームページ」にてお知らせ
いたしますのでご確認ください

みやぎ梅苑会
オフィシャル
ホームページ

https://miyagi-baienkai.com/

ソウルオリンピックの
銀メダルを持参いただ
きました

令和 7 年度は、9 月 5 日（金）
18:30 より開催予定です。
100 人で校歌を歌うのが悲
願です。宮城県にお住まい
の方のみならず参加いただ
ける方、大募集中です。同
窓生にお声がけお願いいた
します。

総会資料　出席者名簿は
「みやぎ梅苑会オフィシャル
ホームページ」総会・
懇親会にてご覧ください。

3
店
舗
の
運
営
と
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

の
制
作
流
通
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
合
唱
部
に
入
り
、
鵜

川
敬
史
先
生
の
下
、
全
国
大
会
上
位

入
賞
を
3
年
連
続
で
果
た
す
黄
金
時

代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
合
唱
部
で
学

ん
だ
「
伝
え
る
技
術
や
熱
量
」「
仲

間
と
の
達
成
感
」
は
経
営
者
と
な
っ

た
現
在
で
も
私
を
支
え
て
い
ま
す
。

部
活
後
に
暗
く
な
っ
た
屋
外
で
バ

ス
ケ
を
し
た
り
、
ハ
モ
リ
な
が
ら
信

夫
山
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
り
。
思

え
ば
、
モ
ノ
ポ
リ
ー
な
ど
の
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
知
っ
た
の
は
部
長
の
岡
田

裕
貴
君
の
紹
介
で
し
た
。
苦
楽
を
共

に
し
た
仲
間
と
は
公
私
に
亘
り
交
流

が
続
い
て
お
り
、
振
り
返
る
と
部
活

が
今
の
自
分
を
形
作
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

関
東
梅
苑
会
で
は
、
憧
れ
だ
っ
た

合
唱
部
第
一
次
黄
金
時
代
の
高
6
回

紺
野
信
壽
先
輩
に
も
お
会
い
で
き
、

高
校
時
代
以
上
に
福
島
高
校
へ
の
愛

着
を
感
じ
て
い
ま
す
。

沖	

和
磨（
54
回
）

私
は
平
成
28
年
度
か
ら
関
東
梅
苑

祭
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
令

和
元
年
度
に
は
実
行
委
員
長
の
大
任

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁

で
今
も
実
行
委
員
と
し
て
会
に
携
わ

ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
る
と
、

福
高
に
入
学
で
き
た
こ
と
が
人
生
最

大
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
福
高
で
出
会
い
、

打
ち
込
ん
だ
ラ
グ
ビ
ー
の
日
々
、
優

秀
な
大
学
に
進
学
し
た
り
、
ス
ポ
ー

ツ
の
全
国
大
会
で
活
躍
す
る
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
同
級
生
や
先
輩
・
後
輩

と
過
ご
し
た
時
間
は
、
そ
の
後
の
人

生
の
糧
と
な
る
た
く
さ
ん
の
良
い
刺

激
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
福
高
入

学
と
と
も
に
一
度
勉
学
を
引
退
し
、

在
学
中
に
全
く
勉
強
を
し
な
か
っ
た

私
の
卒
業
を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た

学
年
の
先
生
方
と
校
長
先
生
の
心
の

広
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
（
笑
）。
そ
う
し
た
福

高
に
恩
返
し
を
す
る
こ
と
が
私
の
使

命
で
あ
り
、
関
東
梅
苑
会
と
し
て
特

に
現
役
生
や
若
い
卒
業
生
に
向
け
て

有
意
義
な
企
画
や
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
橋 

咲
乃（
64
回
）

現
在
、
都
内
の
流
通
企
業
に
勤
め

て
い
ま
す
。
関
東
梅
苑
会
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
友
人
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
会
を
知
り
、
誘
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

高
校
時
代
は
バ
ス
ケ
部
に
所
属
し

て
お
り
、
休
み
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

バ
ス
ケ
漬
け
の
3
年
間
で
し
た
。
中

で
も
思
い
出
深
い
の
は
バ
ス
ケ
部
で

行
っ
た
ド
イ
ツ
遠
征
で
す
。
ド
イ
ツ

人
コ
ー
チ
指
導
の
も
と
、
普
段
取
り

入
れ
て
い
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で
の
練
習

が
新
鮮
で
し
た
。
ま
た
実
際
に
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
他
国
の
学
生
と

交
流
で
き
た
こ
と
が
大
変
貴
重
な
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
1
つ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
2
年
生
の
時
の
東
日
本
大
震
災

で
す
。
授
業
中
に
今
ま
で
感
じ
た
こ

と
の
な
い
揺
れ
が
あ
り
、
全
員
校
庭

に
避
難
し
ま
し
た
。
待
機
し
て
い
る

時
も
何
度
も
余
震
が
あ
り
不
安
で
し

た
が
、
仲
間
が
い
て
と
て
も
心
強

か
っ
た
で
す
。
震
災
が
あ
っ
た
こ
と

で
文
化
祭
も
中
止
に
な
り
、
寂
し

か
っ
た
思
い
が
あ
り
ま
す
が
、
楽
し

か
っ
た
こ
と
も
辛
か
っ
た
こ
と
も
共

に
過
ご
し
て
き
た
仲
間
と
の
時
間
は

今
も
大
切
な
思
い
出
で
す
。

渡
邉	

歩
史（
67
回
）

私
が
福
高
に
入
学
し
た
の
は
震
災

の
翌
年
、
２
０
１
２
年
で
し
た
。
校

舎
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
入
学
し

て
か
ら
の
２
年
間
は
仮
設
校
舎
で
の

学
校
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
大
変
な
状
況
を

忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
強
烈
な
思
い

出
と
言
え
ば
、
や
は
り
應
援
團
に
お

け
る
活
動
で
し
た
。
休
團
状
態
に

な
っ
て
い
た
應
援
團
に
入
團
し
ま
し

た
が
、
應
援
團
の
こ
と
を
知
ら
な
い

校
内
か
ら
の
風
当
た
り
は
強
く
、
正

式
な
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
ま
で
の
１

年
間
は
、
学
校
に
行
く
だ
け
で
も
精

一
杯
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
支
え
に
な
っ
た
の

は
福
高
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
で
し

た
。
應
援
團
が
活
動
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
か
け
る
た
び
に
熱
い
應
援
の

声
を
い
た
だ
き
、
少
し
ず
つ
校
内
の

理
解
も
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
３
年
間
や
り
抜
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
と
な
っ
た
今
、
そ
う
し
て
支

え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
恩
返
し

を
す
る
思
い
で
毎
年
、
関
東
梅
宛
会

に
参
加
し
、
精
一
杯
、
壇
上
で
校
歌

を
歌
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
是
非
同
窓
会
に
参
加
い
た

だ
き
、
久
々
に
一
緒
に
校
歌
を
歌
い

ま
せ
ん
か
？

小
針	

優
汰（
73
回
）

現
在
、
法
政
大
学
理
工
学
部
に
所

属
す
る
大
学
生
で
す
。
こ
れ
ま
で
に

関
東
梅
苑
会
で
ゲ
ス
ト
講
演
の
司
会

や
Ｏ
Ｂ
会
で
の
若
手
企
画
（
お
笑
い

な
ど
）、
会
報
誌
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
関
東
梅
苑
会

へ
の
参
加
は
、
私
の
先
輩
で
あ
る
太

田
朝
弓
さ
ん
に
会
を
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

高
校
生
時
代
を
思
い
返
し
て
み
る

と
、
個
性
的
な
先
生
や
博
識
で
含
蓄

の
あ
る
同
級
生
が
多
く
、
常
に
刺
激

を
与
え
ら
れ
て
い
た
生
活
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
模
試
の
休
み
時
間

に
友
人
と
抜
け
出
し
て
美
術
館
の
近

く
に
あ
る
佐
川
食
堂
（
２
０
２
０
年

閉
店
）
で
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
た
の
は

良
い
思
い
出
で
す
。

高
校
時
代
で
最
も
輝
か
し
い
思
い

出
は
、
3
年
生
時
の
自
主
映
画
制
作

活
動
で
す
。
当
時
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
猛
威
を
振
る
い
従
来
の
梅
苑
祭

が
開
催
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。
代

替
案
と
し
て
映
画
祭
が
開
催
さ
れ
た

の
で
、
友
だ
ち
と
有
志
を
募
り
映
画

を
制
作
し
た
こ
と
は
、
色
褪
せ
る
こ

と
無
い
大
切
な
思
い
出
で
す
。

先
輩
後
輩
を
問
わ
ず
、
福
高
の
思

い
出
を
関
東
梅
苑
会
で
共
有
し
あ
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

昨春の司会・高橋咲乃さんと宮本監事

右から佐藤さん、大学生の小針さん、梅津さん



母校だより　　進学展望

入試出願状況
（現役の延べ数、学校推薦型・総合型選抜を含む）2 月 12 日現在

項 大学名 令和6年 令和5年 令和4年

国

公

立

大

北 海 道 大 10 3 11
弘 前 大 3 5 1
岩 手 大 3 3 5
東 北 大 63 89 80
宮 城 教 育 大 11 13 8
秋 田 大 10 2 3
山 形 大 22 22 15
福 島 大 45 56 80
茨 城 大 12 20 2
筑 波 大 14 15 14
宇 都 宮 大 6 11 4
埼 玉 大 23 20 20
千 葉 大 31 25 19
東 京 大 7 11 6
東 京 外 語 大 3 1 2
東 京 海 洋 大 2 2 3
東 京 学 芸 大 10 9 11
東 京 科 学 大 4 3 4
一 橋 大 3 2 4
横 浜 国 立 大 12 9 10
新 潟 大 51 28 36
金 沢 大 1 1 2
京 都 大 3 0 1
そ の 他 39 27 42
国 立 大 ・ 小 計 388 377 383
県 立 医 科 大 35 39 50
県 立 会 津 大 5 3 2
高 崎 経 済 大 9 8 11
東 京 都 立 大 3 7 3
そ の 他 26 32 28
公 立 大 ・ 小 計 78 89 94
合 計 466 466 477

私

立

大

東 北 学 院 大 23 24 52
青 山 学 院 大 19 8 15
慶 應 義 塾 大 12 10 8
上 智 大 5 5 3
中 央 大 42 67 47
津 田 塾 大 1 1 10
東 京 理 科 大 27 20 27
法 政 大 76 62 48
明 治 大 70 45 40
立 教 大 39 26 25
早 稲 田 大 35 25 46
そ の 他 342 312 332
合 計 691 605 653

大学合格者数（過年度卒を含む、私立大は延べ人数）
※令和３年度から７クラス。

項 大学名 令和5年 令和4年 令和3年

国

公

立

大

北 海 道 大 2 4 3
弘 前 大 4 0 0
岩 手 大 0 4 4
東 北 大 34 32 32
宮 城 教 育 大 7 5 8
秋 田 大 2 1 2
山 形 大 9 8 12
福 島 大 20 35 17
茨 城 大 8 1 3
筑 波 大 7 5 2
宇 都 宮 大 3 3 2
埼 玉 大 7 9 10
千 葉 大 8 2 7
東 京 大 5 4 2
東 京 外 語 大 0 1 0
東 京 海 洋 大 0 1 1
東 京 学 芸 大 3 5 2
東 京 工 業 大 2 3 1
一 橋 大 0 1 1
横 浜 国 立 大 4 8 2
新 潟 大 13 24 21
金 沢 大 1 2 0
京 都 大 1 0 1
そ の 他 10 14 13
国 立 大 ・ 小 計 150 172 146
県 立 医 科 大 20 24 21
県 立 会 津 大 2 2 1
高 崎 経 済 大 2 2 4
東 京 都 立 大 2 2 5
そ の 他 16 11 6
公 立 大 ・ 小 計 42 41 37
合 計 192 213 183

私

立

大

東 北 学 院 大 25 55 27
青 山 学 院 大 1 5 5
慶 應 義 塾 大 4 8 8
上 智 大 1 3 1
中 央 大 24 35 27
津 田 塾 大 1 7 1
東 京 理 科 大 10 22 21
法 政 大 24 23 24
明 治 大 10 24 16
立 教 大 10 11 4
早 稲 田 大 10 15 9
そ の 他 250 221 219
合 計 370 429 362

準 大 学 （ 省 庁 大 学 校 ） 0 1 2
短 期 大 学 1 2 4
各 種 学 校 2 2 2
就 職 0 0 0

※一昨年度まで、本紙の出願状況の数値には、学校推薦型選抜および総合型選抜での
　出願数を含めていませんでしたが、昨今の入試動向の変化を踏まえて、今年度からは
　それらを含む数値での記載に変更しております。
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令
和
７
年
度
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
志

願
者
数
は
４
９
５
，
１
７
１
人
で
、
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
時
代
を
含
め
32
年
ぶ
り
に
50
万

人
を
下
回
っ
た
昨
年
度
と
同
じ
く
2
年
連
続
で

50
万
人
を
下
回
り
、
前
年
比
３
，
２
５
７
人
増

で
あ
っ
た
。
こ
の
春
の
高
校
卒
業
予
定
者
に
お

け
る
共
通
テ
ス
ト
志
願
者
の
割
合
（
現
役
志
願

率
）
は
45
・
5
％
で
、
共
通
テ
ス
ト
志
願
者
の

う
ち
で
現
役
生
が
占
め
る
割
合
は
86
・
0
％
で
、

い
ず
れ
も
過
去
最
高
と
な
っ
た
。既
卒
生
数（
今

年
度
は
６
４
，
９
７
４
人
）
は
7
年
連
続
で
減

少
と
、近
年
の
受
験
は
「
現
役
生
同
士
の
戦
い
」

の
度
合
い
が
強
ま
っ
て
い
る
。
受
験
者
数
は

４
６
２
，
０
６
６
人
で
前
年
比
４
，
４
５
８
人

増
で
あ
っ
た
。
科
目
数
別
の
受
験
者
数
は
、
国

公
立
型
の
8
科
目
受
験
で
前
年
比
99
・
7
％
と

同
等
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、今
年
度
か
ら
「
情
報
」

が
入
試
科
目
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
負
担

増
の
影
響
は
少
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
私
立
大

専
願
が
主
と
な
る
3
科
目
以
下
の
受
験
者
数
は

前
年
比
97
・
4
％
と
な
り
、
減
少
幅
こ
そ
緩
や

か
に
な
っ
た
が
、
私
立
専
願
者
の
共
通
テ
ス
ト

離
れ
は
続
い
て
い
る
。

　
今
年
で
５
回
目
と
な
っ
た
共
通
テ
ス
ト
が
昨

年
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、「
新
課
程
」

で
の
実
施
だ
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
昨
年
ま

で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
か
ら
共
通
テ
ス
ト
へ
と

形
式
は
変
わ
っ
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で
旧
課
程

（
教
科
書
の
内
容
は
変
わ
ら
な
い
状
態
）
で
の

実
施
だ
っ
た
。
今
年
は
新
課
程
と
い
う
こ
と
で
、

テ
ス
ト
の
内
容
そ
の
も
の
が
ど
こ
ま
で
変
わ
る

か
注
目
さ
れ
た
が
、
初
年
度
は
ど
の
科
目
で
も

「
様
子
見
」
の
感
が
あ
り
、
昨
年
度
ま
で
の
共

通
テ
ス
ト
と
大
き
な
違
い
は
な
か
っ
た
と
言
え

る
。
し
か
し
、
英
語
で
は
昨
年
に
比
べ
て
語
彙

数
が
激
減
し
て
易
化
し
た
一
方
で
、
化
学
は
セ

ン
タ
ー
試
験
時
代
を
含
め
て
も
過
去
最
低
の
全

国
平
均
点
と
な
る
な
ど
、
科
目
間
で
の
難
易
に

バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
、
今
後
数
年
間
は
難
易
調

整
か
ら
平
均
点
の
乱
高
下
が
続
く
可
能
性
が
あ

る
。
ど
の
教
科
に
お
い
て
も
問
題
の
長
文
化
に

対
応
し
た
「
速
読
力
」
と
、
限
ら
れ
た
時
間
内

で
も
必
要
な
情
報
を
適
切
に
処
理
す
る
「
精
読

力
」
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
「
読
解
力
」
の

差
が
上
位
層
と
下
位
層
の
「
二
極
化
」
を
も
た

ら
す
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
今
後
も
続
く
だ

ろ
う
。

　
全
国
的
な
出
願
傾
向
と
し
て
は
、
国
公
立
大

が
堅
調
な
人
気
を
示
し
て
い
る
。
学
部
系
統
別

で
は
「
理
高
文
低
」
の
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

医
学
部
・
歯
学
部
・
薬
学
部
を
中
心
と
し
た
実

学
志
向
や
、
Ａ
Ｉ
時
代
を
受
け
て
情
報
系
の
人

気
が
続
い
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
継
続
し
て

語
学
・
国
際
系
は
低
調
で
、
教
育
系
も
引
き
続

き
低
調
で
あ
る
。
大
学
別
で
は
、
東
北
大
学
に

は
、
東
北
地
区
の
み
な
ら
ず
関
東
・
東
海
地
方

な
ど
か
ら
も
志
願
者
が
、
特
に
理
系
学
部
で
増

加
し
て
い
る
。「
指
定
国
立
10
大
学
」に
選
ば
れ
、

国
内
で
唯
一
「
国
際
卓
越
研
究
大
学
」
の
指
定

を
受
け
た
東
北
大
学
に
は
、
今
後
も
し
ば
ら
く

志
願
者
が
集
ま
る
傾
向
が
続
き
そ
う
で
あ
る
。

本
校
の
志
願
動
向
と
し
て
は
、
国
公
立
大
学
で

は
指
定
国
立
10
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
難
関
大

学
や
地
域
拠
点
大
学
へ
の
出
願
は
、
例
年
並
み

で
あ
っ
た
（
詳
細
は
「
入
試
出
願
状
況
」
参
照
）。

東
北
大
へ
の
出
願
は
、
総
合
型
選
抜
へ
の
出
願

が
抑
制
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
過
去
３
年
で
最

小
と
な
っ
た
。
東
京
大
学
へ
の
学
校
推
薦
型
選

抜
に
出
願
し
た
１
名
は
、
県
内
唯
一
と
な
る
合

格
を
決
め
て
お
り
、
３
年
連
続
で
の
推
薦
合
格

者
輩
出
と
な
っ
た
。
県
立
医
科
大
学
に
関
し
て

は
、
総
合
型
選
抜
で
２
名
、
学
校
推
薦
型
選
抜

で
９
名
の
計
11
名
が
す
で
に
合
格
を
決
め
て
い

る
。
今
年
度
の
卒
業
学
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
医

学
コ
ー
ス
事
業
」
で
は
、
県
立
医
科
大
と
連
携

し
た
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
ま
た
、
本

校
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
お
力
添
え
を
賜
り
、
福
島
市
医

師
会
の
全
面
協
力
の
下
、
市
内
６
病
院
と
連
携

し
た
模
擬
実
習
や
座
談
会
な
ど
を
企
画
・
運
営

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
ご
支
援

の
お
か
げ
に
よ
る
生
徒
の
活
動
の
充
実
が
、
進

路
実
現
へ
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
の
は
間
違

い
な
い
。

　
「
一
人
一
人
の
第
一
志
望
が
難
関
大
学
」
を

胸
に
、
本
校
生
が
自
分
ら
し
く
進
路
を
実
現
さ

せ
る
「
梅
桜
桃
李
」
の
ご
と
く
、
今
年
も
全
国

津
々
浦
々
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
た

い
。

進
路
希
望
の
動
向

福島高等学校長
丹野 純一

「
世
の
為
立
た
む
」

部活動成績

急
激
な
人
口
減
少
、
気
候
変

動
、
国
際
紛
争
な
ど
地
球
規
模
の
危

機
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
な
ど
、
変
化
の
激

し
く
予
測
不
可
能
な
時
代
を
生
き
る

福
高
生
に
は
、
他
者
と
共
に
豊
か
で

幸
せ
な
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
力

と
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
自
由
、
公
正
、

民
主
的
で
持
続
可
能
な
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
社
会
を
形
成
す
る
力
の
育

成
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
長
い

復
興
と
創
生
の
途
上
に
あ
る
福
島
に

と
っ
て
は
、
そ
う
し
た
市
民
と
、
変

革
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る

必
要
が
あ
り
、
福
高
生
の
中
か
ら
こ

そ
、
ま
っ
と
う
な
エ
リ
ー
ト
や
何
か

特
定
の
分
野
で
ず
ば
抜
け
た
人
、
ど

ん
な
道
で
あ
れ
自
分
の
生
き
方
に
軸

を
持
っ
た
人
が
生
ま
れ
て
き
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
福

高
に
は
そ
う
し
た
人
間
が
育
つ
環
境

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
一
に
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
で

す
。
福
高
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
は
18
年
目
に
も

な
り
全
国
で
も
有
数
の
サ
イ
エ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
で
す
。
正
解
の
な
い
課
題

に
あ
ふ
れ
る
世
界
で
、
問
い
を
立
て
、

仮
説
を
立
て
、
実
験
や
調
査
に
よ
り

検
証
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
多
様

な
人
と
協
働
す
る
と
い
う
体
験
を
全

員
が
し
て
い
ま
す
。
何
が
真
実
か
見

え
に
く
く
、
対
立
と
分
断
が
進
む
世

界
に
あ
っ
て
、
こ
れ
は
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
す
。

第
二
に
、
リ
ベ
ラ
ル
ゼ
ミ
を
は
じ

め
と
し
た
独
自
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

こ
の
世
界
で
自
由
に
生
き
る
た
め

の
学
問
、
生
き
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

今
年
の
研
修
旅
行
で
は
、
全
国
最
年

少
の
市
長
と
し
て
有
名
な
芦
屋
市
の

高
島
市
長
の
講
演
会
を
宿
で
夜
に
開

催
し
ま
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
で
の
話

の
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
時
に
灘
高

校
生
徒
だ
っ
た
高
島
さ
ん
が
福
島
高

校
を
訪
れ
た
時
に
、
復
興
へ
向
け
て

が
ん
ば
る
同
年
代
の
福
高
生
の
姿
を

目
に
し
、
大
変
大
き
な
影
響
を
受
け
、

そ
の
後
市
長
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た

と
の
感
動
的
な
お
話
で
、
講
演
会
が

終
わ
っ
た
後
も
生
徒
た
ち
の
質
問
が

１
時
間
も
続
き
、
中
に
は
泣
き
な
が

ら
市
長
と
話
す
生
徒
も
い
た
と
の
こ

と
で
、
得
が
た
い
学
び
を
得
ま
し
た
。

第
三
に
、
梅
苑
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

歩
こ
う
会
、
部
活
、
応
援
な
ど
、
人

間
性
を
豊
か
に
す
る
場
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
将
来
、
生

徒
た
ち
は
、
異
な
る
文
化
、
言
語
、

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
も
つ
多
様
な
人
と

も
協
働
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
必
要
に
な
る
の
は
、
多
様
な

人
と
の
違
い
を
生
か
し
な
が
ら
、
共

に
生
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

で
す
。
部
活
動
や
梅
苑
祭
な
ど
を
通

し
て
そ
う
し
た
力
を
身
に
つ
け
て
い

ま
す
。

第
四
に
、
福
島
な
ら
で
は
の
ア
ド

バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。「
福
島
」
は
い
ま
や
全
世
界
共
通

語
で
す
。
こ
れ
を
生
か
さ
な
い
手
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
首
都
圏
の
一

部
の
大
学
な
ど
で
は
、
関
東
の
私
立

の
中
高
一
貫
生
が
成
員
の
多
く
を
占

め
、
金
太
郎
あ
め
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
中
、
地
方
の
公
立
高
校
で
、
先

に
あ
げ
た
よ
う
な
様
々
な
体
験
を
し

放
題
し
て
き
た
福
高
生
は
「
多
様
性
」

の
観
点
か
ら
大
い
に
存
在
意
義
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、「
世
の
た
め
た
れ
」
と
い

う
「
梅
章
の
教
え
」、
そ
し
て
「
自
由

の
精
神
」、
福
高
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
環
境
を
生
か

し
、
生
徒
た
ち
が
人
間
と
し
て
の
底

力
、
総
合
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に

は
い
つ
も
心
の
こ
も
っ
た
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【陸上競技部】	 ◦第 29 回東北高等学校新人陸上競技選手権大会	･････････････ 男子1500m・男子 5000m／氏家拓海
【 テ ニ ス 部 】	 ◦第 31回東北春季ジュニアテニス大会	･･･････････････････････ 女子 U18シングルス／鳴海春佳
	 ◦第 65回東北高等学校テニス選手権大会	････････････････････ 男子団体／橋川英俊・齋藤大輝・舟山泰生・服部翼・松野恵斗
	 	 女子シングルス／鳴海春佳
	 ◦令和 6 年度全国高等学校総合体育大会テニス選手権大会	･････ 女子シングルス／鳴海春佳
	 ◦2024 年度全日本ジュニアテニス選手権大会	････････････････ 女子 U18シングルス／鳴海春佳
【 剣 道 部 】	 ◦第 37回東北高等学校剣道選抜優勝大会	････････････････････ 男子団体／菅野恭太郎・小林優仁・菅井大志・遠藤誠大・佐々木晴向・平井志武・志村醍吾・菊野大和
	 ◦第 73 回全日本都道府県対抗剣道優勝大会	･･････････････････ 先鋒／菅井大志
	 ◦第 34回全国高等学校剣道選抜大会	････････････････････････ 男子団体／菅野恭太郎・小林優仁・菅井大志・遠藤誠大・佐々木晴向・平井志武・志村醍吾
【アーチェリー部】	 ◦第 42回東北高等学校アーチェリー選手権大会	･･････････････ 男子団体・個人／髙橋侑李・曲山雄翔・渡邉祥平・紺野悠惺
	 	 女子個人／藤田香凛・矢部ひかり
	 ◦第 51回全国高等学校総合体育大会アーチェリー競技	･････････ 女子個人／藤田香凜
	 ◦第 39 回東北高等学校アーチェリー選抜大会	････････････････ 男子団体／髙橋侑李・渡邉祥平・渡邊恵翔・近内俊介
	 	 男子個人／髙橋侑李
	 	 女子個人／藤田香凛・矢部ひかり
【バスケットボール部】	 ◦第 78 回国民スポーツ大会バスケットボール競技	･････････････ 少年男子出場／亀岡朝陽
【フェンシング】	 ◦令和 6 年度全国高等学校総合体育大会フェンシング競技	･････ 男子フルーレ／和田大世
【 将 棋 部 】	 ◦第 60 回全国高等学校将棋選手権大会･･････････････････････ 男子個人／櫻井亮人
	 ◦第 25回東北地区高等学校将棋新人大会	････････････････････ 男子個人／櫻井亮人・渡邉一志
	 ◦第 33 回全国高等学校文化連盟将棋新人大会	････････････････ 男子個人／櫻井亮人・渡邉一志
【 囲 碁 部 】	 ◦第 48 回全国高等学校総合文化祭囲碁部門	･･････････････････ 団体／山上英里子・橋川英俊・松野恵斗
	 	 女子個人／橋浦菜々子
	 ◦第 48 回文部科学大臣杯全国高校囲碁選手権大会	･･･････････ 男子団体／富塚正宏・橋川英俊・松野恵斗
	 	 女子団体／山上英里子、橋浦菜々子、山内日菜子
	 	 男子個人／橋川英俊・松野恵斗
	 	 女子個人／山上英里子・橋浦菜々子
	 ◦第19 回全国高等学校囲碁選抜大会	････････････････････････ 女子個人／橋浦菜々子
	 ◦第 38 回東北地区高等学校囲碁選手権大会	･････････････････ 県対抗戦／女子団体／橋浦菜々子・山内日菜子
	 	 男子団体／松野恵斗
【 管 弦 楽 部 】	 ◦第13 回日本学校合奏コンクール　2024グランドコンテスト	･･ 優秀賞
【 Ｓ Ｓ 部 】	 ◦令和 6 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会･･･ ポスター発表賞／阿部のどか・菊池梨央奈・猪狩治喜・高野由規・遠藤涼馬・渡邉優珂
	 ◦令和 6 年度科学の甲子園全国大会	･････････････････････････ 東海林航太・新保恵太・谷代宙希・鴫原月那・白坂柊弥・大谷温樹・近野瑠星
	 ◦全国高等学校総合文化祭自然科学部門生物部門	･････････････ 最優秀賞（2025かがわ総文出場）／人見太陽・一條孝介・谷代宙希・鴫原月那・鴫原佳乃子・栁沼里花
【梅章委員会】◦第 29 回全国高校新聞年間紙面審査賞	･･････････････････････････ 入賞

各部活とも、それぞれの目標に向けて、積極的に頑張っています。各部活とも、それぞれの目標に向けて、積極的に頑張っています。令和６年度 部活動成績令和６年度 部活動成績
（主に東北大会以上を掲載しております。）（主に東北大会以上を掲載しております。）



会費等の納入方法・金額が変わります！

会員情報の変更方法が変わります！

令和６年度同窓会費のご協力ありがとうございました！
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みやぎ梅苑会事務局
〒981-3134　仙台市泉区桂2-15-12
TEL.080-1825-5205（武藤）
https://miyagi-baienkai.com

関東梅苑会事務局
〒150-0043　渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂110号信陵会館内
TEL.03-3462-1225　FAX.03-5489-1358（島田　久）
https://www.kantobaienkai.ne.jp

同窓会事務局（福島高校内)
〒960-8002　福島市森合町5-72
TEL.024-535-2391　FAX.024-535-2392
https://www.baienkai.org
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理　事 篠木　雄司 高33

理　事 吉成　健二 高33

理　事 関根　英樹 高33

理　事 渡辺　健二 高33

理　事 手塚　徹 高34

理　事 みやぎ梅苑会事務局長
菅野　剛広 高34

理　事 鈴木　宏幸 高36

理　事 佐藤　昭憲 高36

理　事 阿久津　順二 高37

理　事 黒森　陽一 高37

理　事 板垣　隆 高37

理　事 三浦　康伸 高39

理　事 日下　直哉 高39

理　事 佐藤　智宏 高39

理　事 渡辺　勝久 高42

理　事 目黒　貴裕 高42

理　事 引地　孝之 高44

理　事 吉田　大樹 高45

理　事 内池　崇 高45
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理　事 伊藤　大地 高52

　会費等の納入方法がコンビニ振込に変わります。取り扱い可能な店舗は同封の振り込み用紙裏面
をご確認ください。誠に勝手ながら今年度よりお振込み金額は会費・後援会費を合わせて 5,000
円といたします。また、追加でご協力いただける方は同封の郵便振り込み用紙をご使用ください（任
意）。納入方法は、令和 6 年度「会費納入方法プロジェクトチーム」の提案（本誌会長挨拶参照）
を基に、今回より変更させていただきました。詳細内容はこちらのQRコードからも確認できます。

　これまでハガキにて承っておりました住所等登録情報の変更は廃止となります。３月 1 日以降は、
福島高校同窓会ホームページ上で変更の手続きができるようになります。ご不明な点は同窓会事務
局へお電話にてお問い合わせください。会員情報は、こちらのQRコードからも変更できます。

　令和６年１月～12月期に会費等を納入いただいた方のお名前を福島高校同窓会ホームページに掲
載いたしました。ご協力ありがとうございました（名簿記載に同意されなかった方、お名前を確認でき
なかった方は掲載しておりません）。納入会員名簿は、同期の方々を思い出していただき、併せて納入
失念にお気づきいただけるようにとの趣旨で掲載させていただきます。この名簿は会員以外へお渡
しになりませんよう、御留意願います。納入会員名簿はこちらのQRコードから御確認いただけます。

寄贈図書紹介（令和 6 年 1月～12月）について
　今年も多くの方々から本校図書館へ寄贈図書をいただきました。福島高校図書館の充実に御協力
いただき、ありがとうございました。
寄贈図書は、同窓会ホームページ上で紹介させていただいております。


